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経済

環境

事業者名 大谷塗料株式会社熊本工場

地球温暖化に起因する脱炭素化への要請や、消費者ニーズとして自然・本物志向、安心・安全が求められ
ている。大谷塗料㈱は「人と環境に優しく、生活空間に安心と潤いを！」をキーワードに、木工塗装分野で
各種課題解決に寄与し、時代の要請、ニーズに応える製品を提案していく。そのため社内人材の育成、独
自のＣＯ２排出量削減、地元雇用の推進等をさらに進め、社員一丸となってＳＤＧｓの達成を目指す。

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標＞

a

＜2030年のSDGs達成に向けた経営方針と目指す姿＞

更新

三側面
（分野に☑）

環境

社会

SDGsに関する重点的な取組み

人材育成の強化により質の高い技術・サービスを
提供し、持続可能な経営に取り組む（危険物取扱
者・毒物劇物取扱者等の有資格者の育成）

熊本工場の年間ＣＯ2排出量の削減（△５％）

・「三側面」、「前期のSDGsに関する重点的な取組み」と「前期の指標」には、前回登録申請した際に記載した「三側面」、「SDGsに関する重点的
な取組み」と「指標」をそのまま転記してください。
・「取組みの進捗状況」には、前期の重点的な取組みの実施状況を記載してください。指標が未達成の場合は、その理由等も記載してください。
・「前期の指標に対する実績」には、「前期の指標（数値目標）」に対する実績を数値を用いて記載してください。
※提出前に全てセルが青色から白色に変更になっているかをご確認ください。

＜パートナーシップ＞

・「パートナーシップ」には、企業やNPO法人、行政など関係機関との連携を記載してください。

建材メーカー、ハウスメーカー、家具メーカー、設計事務所、地域、行政等との連携、輪を深め、広げるとと
もに、社員の資質の向上と働く環境の改善を図り、社員一丸となって住環境の改善や資源の有効活用と
生活環境の向上、地域産材の価値アップなどに取り組んでいく。

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標に係るこれまでの進捗状況＞

環境

社会

社会

経済

環境

環境

社会

経済

人材育成の強化により質の高い技術・サービスを提供し、
持続可能な経営への取り組み
（危険物取扱者・毒物劇物取扱者等の有資格者の育成）

２０２１年2人→２０２４年６人

 

社会

経済

環境

社会

経済 3人

・「SDGsに関する重点的な取組み」には環境・社会・経済の三側面の全てについて、重点的な取組みを記載してください。なお、取組みが複数の
分野に該当する場合は、それぞれの分野にチェックを入れてください。
・「指標（更新時に向けた数値目標）」には、それぞれの取組みに対する「目指す姿」の実現を念頭に、それを評価するための指標項目と、現状の数
値および更新時（3年後）の数値目標を記載してください。前期と同じ取組みの場合は、現状の数値と下記の前期実績が一致しているかをご確
認ください。

前期の指標に対する実績

（分野に☑）

２０２１年２件→２０２４年８件

前期の指標に対する実績

地域社会（事業所周辺の清掃）・地域行事への積極的な参
加

進捗状況（実施状況および達成・未達成状況、未達成の場合理由記載）

地元宇土市から案内があった地域行事（花いっぱい運動
や市内各地区の清掃活動等）に積極的に参加して達成。

経済

進捗状況（実施状況および達成・未達成状況、未達成の場合理由記載）

a

a
  

a 会社の計画に基づき、計画通りに社員に受講させた結果、
達成。

項目 工場のＣＯ2排出量

三側面
（分野に☑）

現状（2024年） 更新時（3年後）

地元（宇城地域）の雇用促進 現状（2024年） 更新時（3年後）

２０２４年６人

前期のSDGsに関する重点的な取組み

進捗状況（実施状況および達成・未達成状況、未達成の場合理由記載）

前期の指標

0人

前期の指標に対する実績

三側面
前期のSDGsに関する重点的な取組み 前期の指標

（分野に☑）

 

三側面
前期のSDGsに関する重点的な取組み 前期の指標

２０２４年８件

指標
（更新時に向けた数値目標）

項目 危険物取扱者等の有資格者数

現状（2024年） 更新時（3年後）

６人

5,936万㎏－ＣＯ2 5,639万㎏－ＣＯ2

項目 宇城地域出身者の雇用数

１０人


